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表１　Main Frame of EEG Curriculum

















































































玩具名 Find and count up to 10
日付：2016 年８月３日（水）
16：00-17：00

























































































1 Find and count up to 10 ◯ ◯ ◯ １～２ 30
じっくり
考える 机の上 紙芝居あそび
2 Dotsy ◯ ◯ １～４ 15 じっくり考える 机の上
誕生日
てんとう虫
3 Coloursticks ◯ ◯ ◯ １～２ 10 じっくり考える 机の上
サイコロで
減らしていく
4 Shapes game ◯ ◯ １～４ 10 みんなでわいわい 机の上 ハンバーガー屋さん
5 Twin Shapes ◯ ◯ １～２ 10 じっくり考える
Touch and feel boxと
組み合わせて遊ぶ
6 Tactillo ◯ ◯ １～２ 15 じっくり考える
床、
机の上 彫刻、造形遊び
7 Discovery Puzzle “Garden” ◯ １～２ 15
じっくり
考える 机の上
8 Discovery Puzzle “Meadow” ◯ １～２ 15
じっくり
考える 机の上
9 Discovery Puzzle “Woods” ◯ １～２ 15
じっくり
考える 机の上
10 XXL Torreta ◯ ◯ ◯ １～４ 20 みんなでわいわい 床 高く積む、すごろく
６．おわりに
　本稿では、幼児教育と小学校教育の連携を主眼に、海外で生産された教育用マテリアルに
着目し、日本の保育領域との整合性の検証や幼児の遊びの観察等を通してその可能性を探っ
てきた。
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　まず、教育用マテリアルを開発している EEG のカリキュラムと日本の保育領域を比較し、
その共通点と差異を明らかにした。EEG カリキュラムと日本の保育領域には整合性が見られ、
EEG の教育用マテリアルは日本の保育現場に十分導入が可能であることが確かめられた。
　続いて、実際の保育現場の自由遊びに教育用マテリアルを導入し、子どもたちの遊びを観
察した。そこでは、子どもたちが教育用マテリアルを使って自由に遊びを展開できることが
確かめられた。
　これらの結果から、教育的配慮が多くなされて開発された教育用マテリアルは、日本の保
育でも十分に活用できる可能性があり、日本の保育の内容・目的に沿って活用することで、
より保育環境を充実させることに寄与できる可能性が見出された。
　さらに、本研究の目的である小学校「生活科」との関連を検討し、保育領域「環境」と小
学校「生活科」との連携を意識した教育用マテリアルを選出した。
　本稿では、以上を「生活科」につながる領域「環境」のあそびについての研究の基礎研究
とし、続稿において、本稿で選出した教育用マテリアルを使用した幼児および小学生の遊び
を調査し、幼児教育と小学校教育の連携についてさらに深めていくこととする。
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